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HIRE=E WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC 1:50-1:200
PF=E Calculated MW: 38 kDa; Observed MW: 38 kDa
IR
BIEzFE PP1C alpha
Alpha isoform serine threonine protein phosphatase PP1alpha 1 catalytic subunit; Catalytic
subunit; PP1A; PPTA_ HUMAN; PP1alpha; PP2C ALPHA; PP2CA; Ppp1ca; Protein Phosphatase
11k 2C Alpha Isoform; Serine threonine protein phosphatase PP1 alpha catalytic subunit; Serine
threonine protein phosphatase PP1 alpha catalytic subunit protein phosphatase 1;
Serine/threonine-protein phosphatase PP1-alpha catalytic subunit.
BEFID 5499.0
SwissProt ID P62136
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	応用
	抗原情報
	背景
	200種類以上の調節タンパク質と会合して、数百種類の生物学的標的を脱リン酸化できる高度に特異的なホロ酵素を形成するタンパク質ホスファターゼ。タンパク質ホスファターゼ1（PP1）は細胞分裂に必須であり、グリコーゲン代謝、筋収縮およびタンパク質合成の調節に関与する。イオンコンダクタンスおよび長期シナプス可塑性の調節に関与する。シナプス後肥厚関連Ca2+/カルモジュリン依存性タンパク質キナーゼIIなどの基質の脱リン酸化に重要な役割を果たす可能性がある。有糸分裂から間期への移行中にクロマチン構造と細胞周期の進行を制御する役割を果たすPTW/PP1ホスファターゼ複合体の構成要素。放射線誘発DNA損傷の有無にかかわらず、キナーゼ活性、中心体数および分裂に関してNEK2機能を調節する。神経管および視溝の閉鎖、ならびに発生過程における腸管神経堤細胞（ENCC）の移動を調節する。CSNK1DおよびCSNK1Eとバランスを取りながら、PER1およびPER2のリン酸化速度とリズムを制御することで概日周期の長さを決定する。CSNK1DおよびCSNK1Eを脱リン酸化することができる。関節リウマチ患者の制御性T細胞（Treg）において、FOXP3の「Ser-418」残基を脱リン酸化することでFOXP3を不活性化し、Treg細胞の機能不全を引き起こす（PubMed:23396208）。CENPAを脱リン酸化（PubMed:25556658）。 ATG16L1 の 'Ser-139' 残基を脱リン酸化して ATG12-ATG5-ATG16L1 複合体の解離を引き起こし、それによってオートファジーを阻害します (PubMed:26083323)。
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	PPP1A 抗体を使用した K562、3T3、および Hela 溶解物中の PPP1A のウェスタン ブロット分析。

